英語科　１学年　2

	単元の
目標
	小学校で習った表現を使ったり，単語を読んだり書き写したりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標を理解する。
■小学校で習った表現を使って，自分と相手のことについてやり取りすることができる。
○小学校で習った表現を使って，自分と相手のことについてやり取りする。
	
	
	
	③小学校で習った表現を使って，自分と相手のことについてやり取りさせる。

	2
	■アルファベットの知識を基に，単語を読んだり書き写したりすることができる。
○アルファベットの知識を基に，単語を読んだり書き写したりする。
	
	
	
	


単元名「Unit 0 Welcome to Junior High School」　学習指導要領の内容［（１）,（３）①ア］




	単元の
目標
	英和辞書の見出し語配列について知り，基本的な使い方を理解する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■英和辞書の見出し語配列について知り，基本的な使い方を理解する。
○英和辞書を使い，基本的な使い方を理解する。
	
	
	
	


単元名「学び方コーナー①」　学習指導要領の内容［（１）ウ］











	単元の
目標
	自分がふだんよくすることや，できることを伝えることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2

	■単元の目標を理解する
■お互いのことをより良く知るために，名前や好きなものなどについて伝え合うことができる。
○お互いのことをより良く知るために，名前や好きなものなどについて伝え合う。
	
	
	
	

	3
･
4
	■お互いのことをより良く知るために，出身地や好きなスポーツなどについて尋ねたり答えたりすることができる。
○お互いのことをより良く知るために，出身地や好きなスポーツなどについて尋ねたり答えたりする。
	
	
	
	


単元名「Unit 1 New School, New Friends」　学習指導要領の内容　［（１）,（２）,（３）①アイウエオカ, ②］　

	5
･
6

	■お互いのことをより良く知るために，できることやできないことについて尋ねたり答えたりすることができる。単元名「Unit 1 New School, New Friends」　学習指導要領の内容　［（１）,（２）,（３）①アイウエオカ, ②］　

○お互いのことをより良く知るために，できることやできないことについて尋ねたり答えたりする。
○単元終末の言語活動「お互いのことをより良く知るために，たくさんのクラスメートと話そう」
	○
	○
	○
	③クラスメートと名前や好きなもの，出身地や好きなスポーツ，できることやできないことについて伝え合う活動をさせる。






	単元の単元名「Unit 2 Our New Teacher」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①アイウエオカ, ②］

目標
	身近な人やものについて紹介したり，尋ねたりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
・
2
	■単元の目標を理解する。
■相手に紹介する場面で，身近な人やものについて話すことができる。
○身近な人やものについて相手に紹介する。
	
	
	
	

	3
・
4
	■疑問に思うことを知るために，人［もの］がだれ［何］なのかについて，尋ねたり答えたりすることができる。
○知らない人やものについて尋ねたり答えたりする。
	
	
	
	

	5
・
6

	■お互いのことをより良く知るために，通学手段や朝食などふだんの行動について尋ねたり答えたりすることができる。
○ふだんの行動についてクラスメートと伝え合う。
○単元終末の言語活動（例）「ＡＬＴの先生にインタビューしよう」
	○
	○
	○
	④ＡＬＴ等の外部人材にインタビューに協力してもらう。



	単元の
目標
	be動詞と一般動詞を用いた文の形・意味・用法を復習し，理解を確かめる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
・
2
	■be動詞と一般動詞を用いた文の形・意味・用法を復習し，理解を確かめる。
○be動詞と一般動詞を用いた文の形・意味・用法を復習する。
	○
	
	
	②理解度を確かめるために，１人１台端末で課題を配付し取り組ませる。


単元名「Grammar for Communication 1」　学習指導要領の内容［（１）エ］　




	単元の
目標
	綴りと発音の関係を理解し，知らない単語の読み方を推測することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■綴りと発音の関係を理解し，知らない単語の読み方を推測することができる。
○綴りと読み方の関係についてレポートを作成する。
	○
	
	
	②１人１台端末等で音と綴りの関係についてインターネットを使って検索させる。 


単元名「学び方コーナー②」　学習指導要領の内容［（１）ア］




	単元の単元名「Unit 3 Club Activities」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①アイウエオカ, ②］

目標
	いつ・どこなのかを尋ねたり，数を尋ねたりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	■単元の目標を理解する。
■疑問に思うことを知るために，時や場所について尋ねたり答えたりすることができる。
○時や場所について尋ねたり答えたりする。
	
	
	
	

	3
･
4
	■自分のことをより良く知ってもらうために，したいことや夢について伝え合うことができる。
○自分のことをより良く知ってもらうために，したいことや夢について伝え合う。
	
	
	
	

	5
･
6

	■相手の持ち物などについて知るために，数を尋ねたり答えたりすることができる。
○相手の持ち物などについて知るために，数を尋ねたり答えたりする。
○単元終末の言語活動「クラスメートの紹介ビデオを作ろう」
	○
	○
	○
	②１人１台端末の動画撮影機能を活用させる。



	単元の
目標
	名詞の形・意味・用法を復習し，理解を確かめる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	次
(時)
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■名詞の形・意味・用法を復習し，理解を確かめる。
○名詞の形・意味・用法を復習し，理解を確かめる。
	○
	
	
	②理解度を確かめるために，１人１台端末で課題を配付し取り組ませる。


単元名「Grammar for Communication 2」　学習指導要領の内容［（１）エ］




	単元の
目標
	相手に指示したり，時刻や好きなものを尋ねたりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	■単元の目標を理解する。
■相手の状況に合わせて，指示や助言をすることができる。
○相手の状況に合わせて，指示や助言をする。
	
	
	
	

	3
･
4
	■現在の時刻を確認したり，相手の毎日の習慣などについて時刻を尋ねたり答えたりすることができる。
○現在の時刻を確認したり，相手の毎日の習慣などについて時刻を尋ねたり答えたりする。
	
	
	
	

	5
･
6

	■お互いのことをより良く知るために，どんなものが好きかを尋ねたり答えたりすることができる。
○お互いのことをより良く知るために，どんなものが好きかを尋ねたり答えたりする。
○単元終末の言語活動「お互いのことについて１分間対話を続けよう」
	○
	○
	○
	③会話を継続するための方略について指導する。


単元名「Unit 4 Friends in New Zealand」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①アイウエオカ, ②］

	単元の
目標
	疑問詞を用いた文の形・意味・用法を復習し，理解を確かめる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	■疑問詞を用いた文の形・意味・用法を復習し，理解を確かめる。
○疑問詞を用いた文の形・意味・用法を復習し，理解を確かめる。
	
	
	
	②理解度を確かめるために，１人１台端末で課題を配付し取り組ませる。


単元名「Grammar for Communication 3」　学習指導要領の内容［（１）エ］　










	単元の単元名「Unit5 A Japanese Summer Festival」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①アイウエオカ, ②］

目標
	行った場所や，そこで楽しんだことなどについて話すことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	■単元の目標を理解する。
■ものの場所や人の位置を伝えるために，どこにあるか・どこにいるかを説明することができる。
○ものの場所や人の位置を伝えるために，どこにあるか・どこにいるかを説明する。
	
	
	
	

	3
･
4
	■相手に自分のことを知ってもらうために，好きなことや楽しんでいること，得意なことを伝えることができる。
○相手に自分のことを知ってもらうために，好きなことや楽しんでいること，得意なことを伝える。
	
	
	
	

	5
･
6

	■聞き手に自分のことを知ってもらうために，自分が体験したことを伝えることができる。
○聞き手に自分のことを知ってもらうために，自分が体験したことを伝える。
○単元終末の言語活動「小学校時代のMy Best Memoryについて話そう」
	○
	○
	○
	③小学校時代の写真等を用いてMy Best Memoryについて話させる。


単元名「Unit5 A Japanese Summer Festival」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①アイウエオカ, ②］








	単元の
目標
	自分の好きなことについて，つながりのある文章を書くことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	次
(時)
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	■自分の好きなことについて，つながりのある文章を書くことができる。
○自分の好きなことについて，つながりのある文章を書く。
○単元終末の言語活動　「自分についてのポスターを作ろう」
	○
	○
	○
	③ポスターを読んで英語で感想・質問などを伝え合う活動をさせる。


単元名「Stage Activity 1 “All about Me” Poster」　学習指導要領の内容［（１）ウ,（２）,（３）①イウエオカ］









	単元の単元名「Small Talk! 1　 Unit6　 A Speech about My Brother」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］

目標
	自分と相手以外の人やものなどについて，尋ねたり伝えたりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標を理解する。
■家族などが好きなことを聞き取ったり，一緒にすることなどについて話したりすることができる。
○本文を通して三人称単数現在形について理解する。
○家族などが好きなことを聞き取ったり，一緒にすることなどについて話したりする。
	
	
	
	

	2
	■家族や身近な人について聞き手に伝えたり，どのような人かを知るために話の概要を捉えたりすることができる。
○本文を通して三人称単数現在形（肯定文）について理解する。
○家族や身近な人について聞き手に伝えたり，どのような人かを知るために話の概要を捉えたりする。
	
	
	
	

	3

	■友達などについてのスピーチを聞き取ったり，友達の趣味などについて尋ね合い，分かったことを整理して書いたりすることができる。
○本文を通して三人称単数現在形（否定文）について理解する。
○友達などについてのスピーチを聞き取ったり，友達の趣味などについて尋ね合い，分かったことを整理して書いたりする。
	
	
	
	

	4
	■友達などについてのスピーチを聞き取ったり，友達の趣味などについて尋ね合い，分かったことを整理して書いたりすることができる。
○三人称単数現在形（肯定文・否定文）の使い方に慣れる。
○友達などについてのスピーチを聞き取ったり，友達の趣味などについて尋ね合い，分かったことを整理して書いたりする。
○クラスメートにインタビューを行う。
	○
	
	
	

	5
	■友達の家族などがどのような人かを知るために，対話の概要を捉え，その情報に追加して尋ねたり書いたりすることができる。
○本文を通して三人称単数現在形（疑問文）について理解する。
○友達の家族などがどのような人かを知るために，対話の概要を捉え，その情報に追加して尋ねたり書いたりする。
	
	
	
	

	6
	■友達のことを他の友達に知ってもらうために，まとまりのあるスピーチをしたり，やり取りしたことを整理して紹介文を書いたりすることができる。
○単元終末の言語活動　「友だちの紹介スピーチをしよう。また，メモを基に紹介文を作成しよう」
	○
	○
	○
	③スピーチについて，聞き取ったり質問したりした内容をメモにまとめさせ，そこから紹介文を作成させる。


単元名「Small Talk! 1　 Unit6　 A Speech about My Brother」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］

	単元の
目標
	身近な人に許可を求めたり，依頼したりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■身近な人に許可を求めたり，依頼したりすることができる。
○身近な人に許可を求めたり，依頼したりする練習をする。
	○
	
	
	


単元名「Let’s Talk 1　お願い」　学習指導要領の内容［（１）ウ,（３）①エ, ②］　




	単元の
目標
	英和辞書から英文に合った単語の意味を見付けるための使い方を理解する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■英和辞書から英文に合った単語の意味を見付けるための使い方を理解する。
○教科書「hardの意味を辞書で調べて書く」に取り組む。それを例に，自分のオリジナル問題を作成する。
	○
	
	
	


単元名「学び方コーナー③」　学習指導要領の内容［（１）ウ］




	単元の
目標
	三人称単数現在形を用いた文の形・意味・用法を復習し，理解を確かめる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■三人称単数現在形を用いた文の形・意味・用法を復習し，理解を確かめる。
○三人称単数現在形を用いた文の形・意味・用法を復習する。
	○
	
	
	②理解度を確かめるために，１人１台端末で課題を配付し取り組ませる。


単元名「Grammar for Communication 4」　学習指導要領の内容［（１）エ］　







仙台版スタンダードカリキュラム単元（題材）の指導計画

